
か
ら
起
る
。

ザ
ン
ノ
ミ
ャ
=
一
/
宮
三
，
宮
は
白
山
七
祉
の
一

つ
で
、
石
川
泌
河
内
庄
三
宮
村
に
在
っ
た
。
白
山
記

に
『
三
宮
。
印
刷
閥
、
彼
附
所
村
刊
主
間
三
閥
、
前
位
五

加
二
面
、
釘
邸
、
小
社
小
部
師
、
次
大
行
事
。
』
叉
『
三

宮
、
白
山
第
三
知
宮
、
本
地
千
手
飢
需
、
話
迩
女
形
、

御
装
束
等
如
=
本
宮
寸』
と
あ
る
。
史
に
大
永
七
年
の

託
宣
促
に
は
、『
=一宮
、
仁
明
天
袋
御
宇
お
隣
元
年
戊

反
且
目
、
御
霊
述
如
一
一
本
宮
一祭
剥
笹
子
。
』
と
記
す
る

が
、
こ
れ
は
信
ず
る
に
足
ら
ぬ
。
文
明
十
二
年
白
山

本
宮
焼
亡
の
後
似
に
三
，

g
の
刺
股
に
泌
座
L
給
う

た
が
、
到
底
再
興
の
望
が
な
か
っ
た
か
ら
、
疑
事
二

年
六
且
一
日
直
医
の
祭
式
を
執
行
L
、
三
，
{
呂
剣
耐

の
跡
績
を
樹
殴
に
肥
る
こ
と
に
な
っ
た
。
式
内
問
甲
山
山

枇
砲
に
も
、
『
三
宮
航
跡
枇
。
河
内
庄
三
宮
村
銀
座
。

白
山
比
昨
制
批
第
三
之
御
子
。
文
明
十
二
年
以
来
御

同
座
o
n
=
本
山
本
宮
4

』
と
あ
る
。
そ
の
三
，
{
呂
と

僻
す
る
は
、
白
山
胞
に
白
山
第
三
の
剣
君
た
る
が
般

の
如
〈
に
罰
す
る
が
、
或
は
白
山
本
宮

・
菅
生
石
閉
山

耐
枇
に
次
f
、
加
到
の
三
，
{
門
由
の
意
で
あ
っ
た
ら
う
か

と
思
は
れ
る
。

サ
ン
ノ
ミ
ヤ
コ
キ
三
ノ
宮
古
記

(
一
〉
出
耐
震

l

白
山
地
球
制
批
に
三
宮
古
記
が
あ
っ
て
、
明
治
三
十

三
年
四
且
凶
貨
に
指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
三
富
市
記

と
は
後
人
の
姐
究
却
を
加
へ
た
も
の
で
、
訟
は
三
宮
古

川
相
と
も
腕
せ
ら
れ
、
も
と
白
山
長
夜
の
家
に
縦
し
た

も
の
で
あ
る
。
抑
こ
の
惑
の
記
録
せ
ら
れ
た
時
に

は
、
本
宮
と
=
一
，

g
と
は
未
だ
枇
殿
を
一
に
せ
ず
、

日
つ
忠
明
の
内
容
悉
く
本
宮
の
事
に
係
る
か
ら
、
明日

は
白
山
本
宮
古
把
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

森
間
平
次
が
そ
の
文
中
に
佐
々
白
山
首
相叫と

'L
て
包

い
て
ゐ
る
の
は
、
こ
ム
に
見
る
所
が
あ
っ
た
と
恩
は

れ
る
。
一
一
一
宮
古
田
肥
は
竪
二
七
・
二
七
組
、
円
剛
一
丸
・七

サ
ン

。
館
。
そ
の
始
終
若
干
を
敏
い
て
、
現
存
四
十
一
一
純

で
あ
る
が
、
そ
れ
す
ら
雨
水
に
よ
っ
て
腐
蝕
し
、
下

地
断
絶
し
て
、
完
府
を
保
つ
も
の
一
紙
も
な
い
。
そ

の
内
容
は
、
後
伏
見
天
弘
一
止
安
中
に
初
白
、
後
小
松

天
弘
明
徳
に
京
る
仰
の
、
本
{
呂
の
雑
録
、
民
主
交
代

の
次
第
、
年
中
恒
例
の
用
途
、
衆
徒
に
射
す
る
掛
川
田

配
誌
の
郡
容
を
把
抑
制
し
て
あ
る
。
そ
の
中
に
肋
恩
師
帥
・

諸
都
合
・文
殊
合
占
的
措
市
曾
・
仁
王
都
・三
十
都
等
の
名

同
が
あ
り
、
此
町
寸
は
皆
延
曲
目
白
式
又
は
類
探
閥
史
に
見

え
る

正
明
以
来
の
部
曾
で
あ
る
。
文
祭
砲
に
伴
う

て
、
統
鏑

M
-m川河
-m梁
・狼
祭
・刷
用
人
・
岬
仲
間
・大
衆

o
aヲ
定

相舛
・相
談
・師
子
締
容
が
あ
り
、
相
即
日
に
市
手
・鼠
手
あ

る
も
古
風
を
知
る
べ
〈
、
猿
mm
も
股
木
四
年
臨
時
祭

の
侠
に
見

え
る
か
ら
、
世
阿
粥
元
消
が
改
革
以
前
の

古
猿
繋
が
、
こ
の
地
方
に
も
行
は
れ
た
こ
と
が
わ
か

ヲ。。
合
一
〉
白
山
本
宮
の
制
時
間

l
三
宮
市
記
中
に
は
、
凡
べ

て
四
十
四
の
地
名
が
鈷
聞
し
て
ゐ
て
、
そ
の
申
叫
仲
間H

郷
・上
林
郷
・
中
林
郷
・
下
林
郷
・凶
上
・安
旧
保
・北
安

問
保
・山
祭
・萌
屋

-E
凶
・
入
的
・成
井
保
・
米
丸
保
・

山

m・民
搬
は
本
宮
前
領
の
町
在
で
あ
る
。
隊
相
官
制
却

は
和
名
抄
の
味
知
で
あ
り
、
白
山
山
鎚
の
地
方
で
、

天
正」
l

一
年
の
頃
は
向
こ
の
郷
各
を
悶
へ
た
と
見
え

て
、
m羽
柴
努
育
の
制
札
に
、
み
ち
の
郷
七
村
と
記
さ

れ
て
ゐ
る
。
上
林
郷
・中
林
郷
・下
林
郷
は
、
和
名
抄

の
界
聞
で
あ
る
。
山
上
は
河
北
郡
金
浦
庄
の
上
回

上
・下
同
上
之
に
泊
り
、
安
出
保
・北
安
間
保
は
石
川

部
山内町
郷
内
の
上
安
問
・
柏
安
悶
で
あ
る
。
比
梁
は

F-TaT-τ 

石
川
榔
長
屋
庄
平
加
、
羽
屋
は
同
庄
長
屋
、
自
旧
は

河
応
酬
州
井
上
庄
山
問
、
入
幡
は
石
川
郡
河
内
庄
八
幡

で
あ
る
。
戊
引
保
は
石
川
部
申
奥
州
摺
乾
垣
内
で
あ
ら

う
と
い
は
れ
、
米
丸
保
は
石
川
端
米
丸
郷
に
御
供
田

が
あ
る
か
ら
そ
れ
な
る
べ
く
、
山
悶
と
随
制
限
と
は
能

決
郡
山
上
郷
に
在
る
も
、
崎
被
は
古
へ
河
内
庄
の
園

地
で
あ
っ
た
と
い
は
れ
る
。

こ
の
外
三
宮
古
田
叫
に
見

え
ぬ
紳
領
の
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
、
元
品
開
年
附
長

夜
澄
窓
の
著
し
た
白
山
問
答
に
は
、
笛
凶
三
二
は

一一尽
家
領
、
三
二
は
皆
様
領
、
三
二
は
本
宮
領
で
あ

っ
た
と
の
口
砕
を
さ
へ
悼
へ
て
ゐ
る
。

会
一
〉
水
引
制
入

l
三
宮
古
犯
に
は
水
引
制
人
沙
汰
能

分
取
・
水
引
制
入
和
奥
紋
索
な
ど
の
項
が
あ
る
。
水

引
制
人
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
明
瞭
で
な
い

が
、
英
田
村
・禄
儒
村
・
森
下
村
・山
崎
村
・
宮
臨
・
野

市
・白
山
及
び
剣
、
そ
の
他
の
紺
掻
業
者
に
し
て
、

そ
の
寄
進
す
る
紺
布
が
、
白
山
本
宮
の
水
引
に
用
ひ

ら
れ
る
所
か
ら
名
を
得
た
如
く
に
思
は
れ
る
o

ハ
四
)
契
尖
河

l
前
妃
水
引
制
人
沙
放
迩
分
耐
舶
の
僚
に

は
、
亦
多
〈
の
地
名
が
見
え
る
。
そ
の
中
、
英

mは

後
に
河
北
郡
の
郷
名
に
な
り
、
賀
茂
畷
は
同
郷
加
茂

村
、
大
見
河
は
相
見
川
で
あ
り
、
部
隅
・
大
田
・浅
野

河
・佐
弁
河
皆
今
そ
の
名
を
存
し
、
山
崎
は

有
川
泌

石
術
庄
山
崎
領
の
名
を
抽
出
す
も
の
で
、
是
等
に
何
人

も
議
論
の
酔
跡
地
が
な
い
。
唯
突
尖
河
に
主
つ
て
は
、

g
m
R
M閥
の
如
き
は
菓
多
河
と
鎚
ん
で
、
惣
凶
風
土

紀
所
般
加
賀
郡
の
契
印
河
に
常
て
L
A

ゐ
る
が
、
同
密

が
俗
替
で
あ
る
上
は
滋
弧
た
る
を
括
れ
な
い
。
吾
入

は
こ
の
粟
を
架
の
謀
容
と
見
、
尖
を
換
の
略
{
子
と
見

て
、
出
掛
崎
河
で
あ
る
と
併
す
る
。

(
五
)御
山

l
本
密
文
和
=
一
年
の
水
引
制
人
利
奥
山肌案

に
御
山
の
地
名
が
あ
る
。
ロ
回
無
周
は
そ
の
若
加
賀

凶
石
川
郡
三
宮
古
程
考
に
於
い
て
、
こ
れ
を
金
制
悼の

古
名
御
山
に
抱
て
込
ゐ
る
。
今
案
ず
る
に
、
こ
の
包

の
下
端
腐
朽
し
て
全
文
の
意
義
明
瞭
を
紋
〈
が
、
大

惚
に
於
い
て
は
、
白
山
本
宮
及
び
金
創
宮
銀
座
地
の

鮒
掻
と
、
野
，
市
の
紺
掻
と
は
、
共
に
本
宮
間
山
昭
の

水
引
前
人
な
る
が
、
近
年
野

J

市
の
援
助
・
も
す
れ
ば

政
厄
し
て
他
の
姉
制
限
を
侵
筈
す
る
を
以
て
、
自
今
互

に
縦
陛
を
計
ら
ん
が
録
、
御
山
に
繭
岡
田
の
加
判
し
た

る
怒
訟
を
捧
げ
朝
日
く
、」
と
を
約
し
た
も
の
で
あ
0
、

こ
の
場
合
の
御
山
が
、
白
山
儲
上
の
跡
前
を
窓
味
す

る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

サ
ン
ノ
ミ
ヤ
コ
キ
コ
ウ
=
一
J

宮
古
記
考
一

冊。

文
化
十
二
年
出
凶
門
品
川
町
話
。
白
山
比
時
制
枇
阪
三
宮

古
記
中
に
散
見
す
る
地
名
を
抄
出
し
て
註
酬
怖
を
加
へ

た
も
の
で
あ
る
。

ザ
ン
ノ
ム
ロ
三
の
室

川
興
市
后
の
廻
州
統
担

に
、『
白
山
間
定
し
侍
り
て
=
一
の
室
に
歪
り
侍
る
に
、

甘
す
い
と
深
〈
侍
り
け
れ
ば
云
々
。
』
と
あ
る
こ
の
三
の

室
を
妥
協
室
と
燃
す
る
設
も
あ
る
。
し
か
し
賂
添
口

か
ら
菅
山
す
る
者
が
、
た
と
ひ
加
山
に由
直
結
し
た
に

し
て
も
、
越
前
室
で
忽
の
深
い
こ
と
を
言
は
ず
し
て

妥
協
室
で
之
を
骨
一
回
ふ
こ
と
は
訴
か
し
い
。
故
に
加
賀

室
ム
ハ
道
芸
・越
前
室
を
鍬
へ
て
三
の
宮
且
と
い
う
た
の

で
は
な
か
ら
う
か
。

サ
ン
バ
イ
ウ
ヂ
三
杯
氏

獄
洲
榔
雨
方
で
溜
遣

を
拠
と
す
る
道
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
家
に
山
姥
の
手

跡
な
り
と
い
ふ
一
杯
/
¥
又
一
杯
と
起
し
た
る
を
寂

す
る
が
放
に
家
名
と
な
っ
た
と
い
ふ
。
能
積
名
跡
志

に
、『
南
方
村
と
い
ふ
に
、
三
一
命
の
助
兵
衛
と
い
ふ
百

姓
あ
り
。
先
組
阪
の
も
り
た
る
そ
三
宿
捻
ひ
し
よ
り

云
へ
り
。
夫
よ
り
身
上
直
り
し
と
い
へ
り
。
上
戸
三

荒
川
刷
兵
衛
、
文
字
や
ら
か
し
0
』
と
い
ふ
は
践
で
あ
ら

え
J
Oサ

ン
バ
イ
ヤ
キ
三
杯
撰

天

保
申
珠
洲
郡
南
方

の
宮
町
耐
三
杯
助
兵
術
が
、
第
九
郎
左
衛
門
の
生
梁

と
し
て
、
谷
崎
の
地
に
陶
紫
を
聞
き
、
加
賀
丸
谷
系

及
び
京
都
清
水
か
ら
工
人
を
岡
市
い
て
徒
弟
を
養
成
し

た
o
明
治
二
十
年
頃
ま
で
綴
約
製
這
せ
ら
れ
る
。

サ
ン
バ
ン
ド
ウ
三
坂
東

鳳
主
郷
台
良
の
坂
東
、

三
五
五

圃圃


